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小
板
橋
青
年
会
の
主
催
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集
ま
る
お
お
わ
だ
フ
ラ
イ
デ

ー
ナ
イ
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
９
月
20
日
㈮
午
後
４
時
〜
８
時
、
京
成
大

和
田
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
４
２
１
）６
７
７
２
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は
基
準
値
以
下

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
い
ず
れ
も
国
の
単
位
体
積
あ
た
り
の
基
準
値
以
下
で
す
。

測
定
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測
定
結
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準
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ガ
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４
月
18
日
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ng
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・
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ng
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清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
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２
１
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７
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の

健
康
診
断
と
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
す

７
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学
時
健
康
診
断
と
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
10
月
３
日
㈭
に
発
送
す
る
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書

（
は
が
き
）
に
書
い
て
あ
る
受
診
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
当
日
受
診

で
き
な
い
場
合
は
、
教
育
委
員
会
か
受
診
会
場
の
学
校
へ
連
絡
を
入
れ
、

後
日
入
学
説
明
や
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
内
科
・
歯

科
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

日

付

学
校
名（
受
診
会
場
）

受
付
時
間

10
月
30
日
㈬

村
上
東
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
25
分

大
和
田
西
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
25
分

10
月
31
日
㈭

大
和
田
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
30
分

11
月
１
日
㈮

八
千
代
台
西
小
学
校

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

西
高
津
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
25
分

11
月
５
日
㈫

萱
田
南
小
学
校
★

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
30
分

11
月
６
日
㈬

睦
小
学
校

午
後
１
時
00
分
〜
1
時
15
分

11
月
７
日
㈭

八
千
代
台
小
学
校

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

勝
田
台
小
学
校

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

大
和
田
南
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
25
分

南
高
津
小
学
校

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
25
分

11
月
８
日
㈮

勝
田
台
南
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
20
分

11
月
12
日
㈫

八
千
代
台
東
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
30
分

村
上
北
小
学
校

午
後
１
時
30
分
〜
1
時
55
分

萱
田
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
30
分

11
月
19
日
㈫

村
上
小
学
校
★

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

11
月
21
日
㈭

新
木
戸
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
40
分

11
月
22
日
㈮

阿
蘇
米
本
学
園

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

11
月
26
日
㈫

高
津
小
学
校

午
後
１
時
15
分
〜
1
時
30
分

11
月
27
日
㈬

み
ど
り
が
丘
小
学
校

午
後
１
時
10
分
〜
1
時
40
分

★
の
学
校
は
、
就
学
時
健
康
診
断
当
日
は
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
せ
ん
。
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３
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谷津・里山と人々 の生活
　市内に残る谷津・里山は、山林、水田、畑、沼、
池、川などで形づくられており、原生的な自
然とは異なり、人々の生活の影響を受けなが
ら、人と自然とが共存し作られ、守られてき
たものです。昔は、燃料としての薪や炭を作
るために木を伐採したり、肥料を作るための
落ち葉を集めることが日常的に行われ、里山
は人々の生活に活用されてきました。
　しかし、燃料が炭や薪から石油などに代わ
ったことや、農林業の後継者不足などから、
手入れが行き届かなくなり、倒木が放置され
るなど荒廃が進んでいます。このような状態
が続き、山林の保全ができなくなると、イノ
シシなどの害獣の住みかとなり、人や農作物
に被害を及ぼすようになります。

八千代市の谷津・里山保全の取り組み
　八千代市では、平成23年度より、谷津・里
山維持の担い手の育成講座（里山楽校）を実
施しています。本講座では、里山に関する知
識を深めるとともに、現場に出てチェーンソ
ーなどの使い方や伐採した竹を利用した竹垣
づくりを体験することができます。

Ｌｉｖｅ１１９映像通報システムを
10月１日から運用開始します
　「Ｌｉｖｅ１１９映像通報システム」とは、
スマートフォンを活用して通常の１１９番通
報に映像を加えることで、より正確な情報を
リアルタイムに伝えることができる新しいサ
ービスです。
　通報者が撮影する災害現場の映像を消防指
令員がリアルタイムに確認したり、消防指令
員から応急手当を実施するための映像を送信
するなど、迅速な現場活動に役立てています。

　また、現在、里山楽校の卒業生が６つの活
動団体を作り、市内10か所で活動を行ってい
ます。また、活動で出た木材などを利用した
環境学習を小・中・義務教育学校の児童・生
徒を対象に実施している団体もあります。
　この特集のお問い合わせは、環境政策課ゼ
ロカーボンシティ推進室 421-6767へ

　１１９番通報の際、消防指令員が必要と判
断した時に、Ｌｉｖｅ１１９を利用した映像
伝送のご協力をお願いすることがあります。
　当サービスの利用には、通報者の安全が
確保されていることが前提となります。安
全な環境が確認できれば、消防指令員から当
サービスの操作方法について説明します。
　なお、映像送信にかかる通信料金が通報
者側にかかりますので、ご理解とご協力を
お願いします。（通信料金は、ご契約の通
信会社やご契約のプランにより異なりま
す。）

　谷津とは平らな台地に樹の枝のように深く入り込んだ下総台地に特
徴的な谷の地形のことを言います。里山は山林、田畑、池沼、河川、
集落などが組み合わされ、古くから人々の生活と結びついて維持され
てきた環境をいいます。市内の島田谷津とほたるの里は、環境省の「生
物多様性保全上重要な里地里山」に選ばれています。

　操作方法など詳細は右のコード
からご覧ください。お問い合わせ
は、消防本部警防課 459-7805へ

谷津・里山を未来に引き継ぐために谷津・里山を未来に引き継ぐために

里山楽校に参加してみませんか
　本年も里山楽校を開催します。八千代市
の緑豊かな自然を未来に引き継ぐためにも、
皆さんの参加をお待ちしています。

▼対象　18歳以上で受講終了後に市内の
里山団体で活動できる人　▶定員　15人程
度　 ▼ 日時　10月26日、11月16・30日、12月
14日（予備日：12月21日）、７年１月18日い
ずれも土曜日午前10時～午後３時　 ▼場所 
市役所および市内の里山など　 ▼参加費　
1,500円（保険料）　 ▼申し込み　電話、メー
ルまたは直接ゼロカーボンシティ推進室窓
口へ（氏名・住所・電話番号・生年月日・
性別をお知らせください）
　ゼロカーボンシティ推進室 421-6767、
kankyou1@city.yachiyo.chiba.jp

給食から始める食品ロス対策

　食品ロスとは、食べられるのに捨てられて
しまう食品のことです。原材料の生産や調理
にエネルギーを使い、食べられる状態になっ
たにも関わらず捨てられてしまう食材は、廃
棄にも費用がかかり、二重三重に資源の無駄
遣いとなります。
　八千代市内の小中および義務教育学校で
は、給食や総合的な学習の時間を使って、食
品ロスを減らすことに取り組んでいます。
　南高津小学校では、保健委員会が給食の残
菜として多い野菜の栄養素を調べ、全クラス
に発表し野菜の魅力を伝えました。また、西
八千代調理場の見学や、栄養士による授業も
行い、残菜を減らすことに成功しました。
　高津中学校では、給食委員会が「フードロ
スをなくそう！」をテーマに、残菜をゼロに
するキャンペーン活動を行いました。給食の
時間に、その日の給食に使われている食材の
栄養素や効能について放送で説明し、多くの
生徒が食べることの意義を学びました。
　八千代台東小学校では、５年生が米作りを
体験しました。田植えから始まり、稲刈りや
脱穀、もみとり、最後は、お米を自分たちで
炊いて食べました。この体験を通して、普段
何気なく食べているものは、誰かが一所懸命
作ってくれたものなのだとありがたさに気づ
き、給食を残さず食べようとする気持ちにつ
ながりました。
　今後も、各校が工夫をこらして、食品ロスを
減らす様々な取り組みを進めていきます。
　お問い合わせは、指導課 481-0301へ

北ノ谷津の様子


